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研究成果の概要（和文）：本研究では、フィジーを対象に二枚貝カイコソの漁業活動を研究することで、沿岸漁
業の物質循環の一つの側面である海から陸への貝の移動のもつ構造と機能を解明した。
カイコソ漁は地域住民の日常生活と強く関係があり、1週間内で見られる活動パターンがどの地域でも同じ傾向
を示し、このパターンが毎週繰り返し続くと考えられる。また、カイコソによる海から陸への移動は以下のよう
な4つの選択と3つの要因により構成される。すなわち、移動する方向と量を決定するには「漁場選択」、「利用
選択」、「マーケット選択」、「販売者選択」の選択があり、自然環境要因、社会環境要因、経済環境要因とい
う要因が複雑にその選択に影響している。

研究成果の概要（英文）：Fiji is an important economic power in the Pacific region. Its primary 
industry, coastal fisheries, are important for food and income. The bivalve Anadara spp. (local name
 Kaikoso) is an important marine resource in the Fijian coastal areas. Therefore, this bivalve is a 
good model species for addressing material circulation and SDGs related to fishing activities in 
coastal areas. 
Material circulation related to fishing activities is influenced by natural and socioeconomic 
factors such as the ecology of marine resources, the current market economy, family finances, social
 structure, and waste treatment. 

研究分野： 海洋生物学

キーワード： 太平洋島嶼　フィジー　物質循環　生態系サービス　SDGs　人と自然の共生

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
太平洋に一般に生息する二枚貝漁は産業上重要であるとともに、この地域のSDGs達成にとって非常に重要であ
る。そのため、幅広い視野に立ち柔軟であるが一貫した理論による資源管理が必要であり、この施策により地域
の持続的発展が維持される。そして、この対象種の漁業活動はSDGs達成のために必要な項目を多く含んでいるた
め、本研究は太平洋島嶼国でのSDGs研究のモデルケースになるといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

地球環境は有限で唯一無二の環境である。しかし、地球温暖化に見られるような「環境問題」

や環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）に見られるような「グローバリゼーション」という新た

な「環境変動」が世界中の様々な分野に影響を与えており、有限な自然環境を健全に維持しなが

ら新しい社会経済環境を考えていくことが全人類の大きな課題になっている（ex. FAO 

2008,IPCC 2014）。地球環境をどのように捉えその将来を考えていくかには様々な考え方がある。

その一つとして、地球上には様々な生態系が存在し、それら生態系が持つ機能を「生態系サービ

ス」という形で認識し、その重要性を「基盤サービス」、「供給サービス」、「調整サービス」、そ

して「文化的サービス」として高く評価していく考えかたがある（Millennium Ecosystem 

Assessment 2005）。 

オセアニアには大小 2 万数千の島が点在する。このような島嶼には狭隘性、脆弱性といった

特徴があり、住民は様々な形の社会変容を経験している。フィジー諸島共和国もその例外ではな

い。この国は 300 以上の島嶼を有し、南太平洋随一の観光地であるとともに、一次産業主体の

国である。先住民の住む沿岸村落では土地が同族集団によって共同に所有されて、水産資源を重

視し、約 6 割の村落が自給自足的経済をおこなっている。そして、伝統的知識と簡単な漁法に

より漁業が行われ持続的な資源維持がなされてきた（ex. South et al.1994,Quinn 2004）。 

フィジー・ビチレブ島東部では濾過食二枚貝 Anadara spp(通称カイコソ：以下カイコソ)の密

度が高く漁民にとって重要な食料かつ現金収入源になっている（供給サービス）。そして、この

二枚貝は水中懸濁物の濾過による水質改善(調節サービス)、貝殻の漁具利用（文化的サービス）、

漁獲と販売を通しての沿岸域から内陸への物質循環(基盤サービス)（地域（ローカル）での物質

循環）に大きな役割を担ってきた（図 1＆2）。私達のグループは平成 17 年から 3 つのプロジェ

クトを立ち上げ、人と自然を一つの系と考える「人と自然の生態系」を対象に「人と自然との関

係」のモデル化、カイコソの持つ生態系サービスの詳細の解明を行った(ex. 西村 2007,河合ほ

か 2008,真鍋ほか 2008,河合ほか日本島嶼学会 2010, 2011,Kawai, Nishimura International 

Conference,2010,河合ほか・西村・鳥居日本島嶼学会 2015, 2016）。特に、1)フィジーの沿岸漁

村には「生態系サービスの認識」と「貨幣経済化」という概念が「資源利用」に大きな影響をも

つこと、2）前浜には地域固有の生態系が存在し、この生態系に密着した村落固有の伝統的な資

源管理の制度があること、などを明らかにした。そして、3）「カイコソ」は沿岸域でマングロー

ブ・干潟・サンゴ礁という異なる生態系が連続し分布するために大きな影響を与える「緩衝機能」

(調整サービス)を持つという仮説を提唱した。 

フィジーは伝統的な漁法や規則により沿岸漁業を行ってきたが、近年、グローバル化の影響を

強く受けている。そのため国際的な制度や新たな資源利用が浸透しつつあり、村落では伝統的な

資源利用との混在状態が生まれ不均一で複雑な重層的資源管理がおこなわれている。この混在

状態は既存の「人と自然の関係」のバランスを変化あるいは不安定にするため、既存の生態系サ

ービスを不安定や機能不全に導くことがある。その典型が前浜に多く生息するナマコ類である

（鳥居 2015）。これまでナマコは食材と販売による現金収入源(供給サービス)、摂餌により土壌

の浄化作用(調節サービス)、漁獲・しかし、近年になりナマコは中華文化圏で非常に人気がある

食材のため、太平洋島嶼では多くの仲買人が村落での漁獲を村民に依頼し、それらが加工工場を

経て中華文化圏へと流通するという新たな資源利用・物質移動が浸透してきた(グローバル物質

循環の発生)。2 つの物質循環圏(物質が移動・循環する範囲)では物質の移動様式が異なるため、

2 つが存在する前浜では複雑な物質循環が起こり、生態系サービスが不安定になっている可能

性がある。従って、脆弱な島嶼環境では、今後グローバル化が一層進むと考えられ、グローバル



化の影響を受けながらも生態系サービスが正常に機能する方向性を検討することは、今後の人

と自然の関係を考えていくうえで非常に重要である。これはグローバル化の影響を強く受けて

いる太平洋島嶼国での持続的な資源利用を目指すためには急務なことである。そのため、本研究

ではカイコソとナマコの持つ物質循環圏を対象に生態系サービスを研究する。 

 

２．研究の目的 

(1) 異なる 3 つの経済レベルの村を対象に（これらの村は異なるグローバル化の影響を受けて

いると仮定）、カイコソとナマコの資源量、物質移出入量、村での資源活用、制度、地域資源へ

の依存度、廃棄物量、村民の生活圏について調査し、村ごとの特徴を明らかにする。 

(2) (1)の結果をもとに、カイコソとナマコの持つ物質循環圏において生態系サービスの機能性

とそれらを規定する要因を解明し、グローバル化がどのように影響を与えているかを検討する。 

(3) (2)の結果から、グローバル化などの環境変動の影響を受けながらも持続的な資源利用を行

い、生態系サービスが正常に機能する「人と自然の持続可能な生態系モデル」の構築を目指す。 

 

３．研究の方法 

(1) ビティレブ島東部の経済レベルが異なる 3 村を対象に、資源量と物質移入出量の推定、資

源活用、資源への依存、村人の生活圏、村と市場で排出される廃棄物、それらを規定する要因（ex. 

制度）を参加者が同じ時期に滞在するホームステイによる調査と文献調査により検討する。 

(2) 貝とナマコの摂餌実験は野外と室内実験で行う。泥、ナマコ、貝（カイコソ）、髪等は現地

で処理し日本に持ち帰り炭素窒素の安定同位体比を調べる。 

(3) (1)と(2)の結果より、貝とナマコが関与する生態系サービスの機能性について検証する。 

(4) 3 村の結果を比較し、「人と自然の持続可能な生態系」について明らかにする。 

(5) 平成 32 年にフィジーでシンポジウムを開催し、成果を現地に還元する。 

 

４．研究成果 

本研究では、フィジーを対象に二枚貝カイコソの漁業活動を研究することで、生態系サービス

の一つである、沿岸漁業の物質循環の一つの側面である海から陸への貝の移動のもつ構造と機

能を解明した。 

カイコソ漁は地域住民の日常生活と強く関係があり、1週間内で見られる活動パターンがどの

地域でも同じ傾向を示し、このパターンが毎週繰り返し続くと考えられる。また、カイコソによ

る海から陸への移動は以下のような 4つの選択と 3つの要因により構成される。すなわち、その

移動には「漁場選択」、「利用選択」、「マーケット選択」、「販売者選択」の選択があり、自然環境

要因、社会環境要因、経済環境要因という要因が複雑にその選択に影響している。フィジー沿岸

域村落が形成する地域循環共生圏を考えたとき、カイコソという二枚貝資源では 7～75％がその

地域に移動し、21～93％が近隣の地域に移動しているが、その構造は不安定である。 

カイコソ漁は産業上重要であるとともに、この地域の SDGs 達成にとって非常に重要である。

しかし、その構造と機能性は変容であるが不安定である。そのため、幅広い視野に立ち柔軟であ

るが一貫した理論による資源管理が必要である。そして、カイコソ漁は SDGs 達成のために必要

な項目を多く含んでいるため、カイコソ漁研究は太平洋島嶼国での SDGs 研究のモデルケースに

なるといえる。 

本研究では 2つの仮説が立てられ、4 つの課題が指摘された。今後はこれらの課題解決及び仮

説検証への新たな研究を行うことで、貝類の移動の持つ構造と機能をより明確にすることがで



きる。 

(1) 課題 1：漁獲されたカイコソが最終的にどの地域に移動するかを明らかにするために、マー

ケットで購買者がどの程度の量を購入し最終的にどの地域に運び消費するのかを解明する

必要がある。解決策：マーケットでの購買者への購買量、目的、持っていく場所などの聞き

取り調査。 

(2) 課題 2：沿岸域の物質循環の全体像を明らかにするためには、陸から海にどの程度の物質が

流され、またどの程度が海で生産されているか、そしてその内どの程度の物質をカイコソが

利用しているかを解明する必要がある。解決策：生態学手法を用いた川への移入量の推定及

び生産量の推定、及びカイコソの摂餌生態の解明。 

(3) 課題 3：沿岸域における物質循環の解明を行うために、カイコソだけでなく多様な漁業対象

種においても同様の解析を行う必要がある。解決策：本研究での解析を沿岸漁業での対象種

においても研究する。 

(4) 課題 4：以下の 2つの仮説を検証するために、各漁場におけるカイコソが摂食する餌の種類

と沿岸域に生息する生物の摂食様式を解明する必要がある。解決策：物質の起源を推定でき

る安定同位体での化学分析や生態学的手法による沿岸生物の摂餌生態の解明。 

①仮説 1：河川は陸からの物質を海に多く運んでくるため、河口近くに生息するカイコソは

陸上由来の物質を多く摂餌し、外洋に面する生息域のカイコソは外洋由来の有機物を主に摂

餌し成長している。そのため、漁獲する場所が物質循環に強く影響する。 

②仮説 2：女性は主に陸由来の物質を、男性は主に海由来の物質を、沿岸漁業を通して陸に

移動させている。 

これらの成果は最終年 1月にマルタ共和国島嶼研究所において報告会を行い、議論を深めた。 
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